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編集後記 

 

▶COVID-19 が蔓延する中，不安やストレスを抱えて過ごされている方も多い．第 54 回

日本作業療法学会学会長講演にあるように，改めて作業すること，人と人が関わることの

意味や，私たちの暮らしや生活について考えさせられたことを実感している．生活が大き

く制限される状況下で，「コロナ禍をきっかけに新たに始めてみたこと」もある．リモー

トでの会議や勉強会・研修会・学会もその一 つで，当初は通信状況や操作に関わる不安

も抱えていたが，参加への心理的ハー ドルが低くなったとの声も聴く．難局をどのよう

な手段と工夫で切り抜けるのか，代替手段ではなく，発展的な新しい展開を期待したい．

まさに，「作業の魅力・作業の力」である． （M・N） 

 

▶とうとう 1 年が経ってしまった．新型コロナウイルスへの対応に，世の中が実質的に支

配されてからである．この 1 年でわかったことは，社会のシステムはとても儚く，一方で

人々には意外にも適応力があったということ，加えて，政治と科学は必ずしも親和性が高

いわけではないということであろう．作業療法は社会のシステムの 1 形態として機能し

ているが，その根拠を成しているのは科学である．よってわれわれは，このような不確実

性の高い世の中を少しでも確かなものにしていくために，これからも科学の力を信じて

前に進むしかないのだと思う．そこに未来の自由を求めて．本誌への投稿が増加している

のは，まさにその未来が明るいことを暗示している． （S・N） 


